
　今年で就農12年目の弘幸さんは、南国市十市
でシシトウ10.7アールを栽培しています。就農当初
は「シシトウに追われる夢を見ていた」と弘幸さ
ん。夢の中でも、シシトウを収穫していたそうです。
　昨年の９月中旬に800本を定植。現在は、奥さ
んとパートさんの３人で収穫を行っています。「手を
加えたら加えただけ、結果に表れるので面白い。
大変やけど、一番やりがいがある ！ 」と話します。
４年前からショウガの栽培を始めた弘幸さん。今後
は、規模拡大も視野に入れています。
　今年より来年、来年より再来年。品質の向上
を目標に、野菜を栽培する『イクメン』として、
日々奮闘されています。

　修平さんは和歌山県より、涼さんは東京都よ
り地域おこし協力隊としてそれぞれ高知県に移住
され、結婚・妊娠を機に土佐町に引っ越されまし
た。現在、修平さんは林業を営みつつ、稲作や
柚子の栽培を行われています。
　９月に生まれた慶くん。ご両親のこの子が生ま
れてくれた事に対する「喜び」の気持ちが名前
の由来です。
　地域の人の話では地区で子どもが生まれるこ
とが約10年ぶりとのことでご近所さんにとっても
喜びでした。また、妊娠中はよく近所の方より差
し入れをいただいたとのことです。
　近所のみんなからも喜ばれた慶くん。ご両親
は「地域の良さを知りつつ成長し、自分の好き
な事を思いっきり取り組んで欲しい」と思いを
語っていただきました。

十市支所
管内より

やりがいのあるシシトウ栽培。
やっぱり、面白い ！ ！
森尾 弘幸さん（45）  

　サラサラの毛と、眉毛のような茶色い目元がチャームポイントの
田くん。県内に柴犬のブリーダーさんがいることを知り、１年程前
から予約。2020年９月に家族として迎え入れました。
　甘えん坊で人が大好きな田くんですが、家の中では少しわがま
まな一面も。「最初は、しつけが大変だった」と善充さん。今では、
お座り、お手、タッチはお手の物 ！  「バキューン」と撃ち真似をす
るとコロンと倒れる田くん。お見事でした。
　ボール遊びにおやつ、家族のことが大好きで、家に帰るといつ
も激しめに出迎えてくれるそうです。家族に癒しを与え、大切な存
在の田くん。愛情をたくさん受けて、すくすく成長してね ！

久礼田支所管内より

我が家の癒しです
飼い主：金田 善充さん
ペット：田くん（１歳４ヶ月） 

かね だ　 よし みつ

でん

もり　お　ひろ ゆき

　高知大学４年生の三谷さんは大阪府のご出身で、現在地域協
働学部に在籍しており、昨年から土佐町西石原地区にある集落活
動センター「いしはらの里」で実習活動終了後、移住されました。
　地域のイタドリや県内特産品を使用した「山のラー油イタドリカ
ツオ」に企画段階から携わっており、取材時には「高知家うまい
もの大賞」の一次審査を通過されているとの事で、地域の魅力を
活かした活動をされています。
　活動の一環として地域の方と協力して作成したクリスマスイルミ
ネーションがとても素晴しく、人生で一番感動したという三谷さん。
大学卒業後もさらなる地域の魅力を掘り起こし、地元に寄り添って
働ける場所を作っていきたいと将来の展望を語っていただきました。

れいほく支所管内より

地域に寄り添える企業を目指して
三谷 七香さん（23）  
み たに　なな か

れいほく
支所管内

より

　ＪＡ女性部大篠支部の最年長部員の律さんは、大正13年生ま
れの御年97歳 ！  女性部歴30年以上の大ベテランです。
　県内の中学校で17、８年程、先生をしていた律さん。今でも
届く、教え子さんからの手紙を「教師冥利に尽きる」と見せてく
れました。
　趣味はクロスワードパズル。１ヶ月に１冊、多い時で２冊以上
解くこともあります。『こうぐり』が届くと、一番にクロスワードを解
くそうです。
　地域で行われている百走会やラジオ体操に続けて参加し、自
宅には、栄光のトロフィーがずらり ！  「市民賞を頂いた経験は、
私の誇り」と嬉しそうでした。これからも、たくさんの人と話して、
笑って長生きしてください。

大篠支所管内より

健康の秘訣は、継続すること ！
西森 律さん（97）  
にし もり　りつ

なによりの「喜び」
久松 慶くん（０） 
父：修平さん
母：涼さん

ひさ まつ　けい

しゅう へい

りょう
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れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

土壌分析を行い、
効率的な土づくりをしませんか

　基肥には、定植から生育初期の樹づくりに必要な肥料分を補う大切な役割があります。施肥量の不
足や過剰は、活着不良や草勢の低下につながります。作物に必要な成分、時期、量で施肥すること
が重要です。土壌を最適な条件にするため、作付け前には土壌分析を行い、適正な施肥を心がけま
しょう。

【土壌分析で分かること】
　土壌の酸性・アルカリ性を示す「ｐＨ」、土壌の塩類濃度を示す「ＥＣ」を主に測定し、その他にリン酸、苦土、カリ
等が測定できます。
　pHは1～14の値で示され、７程度を中性、７から数値が小さくなるほど酸性、７より大きくなるほどアルカリ性となりま
す。土壌の一般的な適正値は6.5程度です。
　ECは一般的に0.5が目安となり、数値が高くなると作物の根に障害が発生し、水分を吸収しづらくなります。

【土壌検体の採取方法】　　　
・１か所から採取するのでなく、右の圃場図にある通り
・●の場所から採取すると圃場全体の正確な分析ができます。（１か所50～60g程度）
・表層の土を２～３cm程払い除け、根が張っている部分（10～15cm付近）を主に
  採ります。
・土を新聞紙等の上で広げ、風通しの良い日陰に放置し、よく乾燥させてください。
  （土に水分がなくなるまで）乾燥が終わり次第、ビニール袋等に入れ、
  れいほく営農経済センター営農販売課へ提出をお願いします。

れいほく地域より

ニ
ラ
の
定
植
準
備

露
地
青
ネ
ギ

冬
場
の
管
理

南国営農経済センター
営農指導課
近澤　慶哉

南国営農経済センター
営農指導課
吉川　悠也

◆
土
づ
く
り

　

土
づ
く
り
と
し
て
、
有
機
物
（
ケ
イ
ン

ト
ッ
プ
等
）
を
10
ａ
当
た
り
８
０
０
㎏
程

度
と
苦
土
石
灰
を
播
種
予
定
の
1
ヶ
月

前
ま
で
に
施
用
し
ま
す
。
有
機
物
を
一
度

に
多
量
施
用
す
る
と
白
絹
病
の
発
生
な

ど
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
土
石
灰
に
つ
い
て
は
土
壌
分

析
の
診
断
結
果
に
基
づ
き
施
用
量
を
決

定
し
、
ｐ
Ｈ
が
6.0
〜
6.5
に
な
る
よ
う
矯
正

し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
が
7.0
以
上
（
ア
ル
カ
リ
性
）、
5.0
以

下
（
強
酸
性
）
で
は
生
育
障
害
や
生
理
障

害
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
元
肥

　

定
植
の
10
日
前
に
は
施
用
・
耕
運
し

ま
す
。

◆
畝
立
て

　

畝
作
り
前
に
土
壌
が
乾
燥
し
て
い
れ
ば
、

水
を
か
け
て
適
湿
で
耕
運
・
畝
立
て
を
行

い
ま
す
。

　

湿
害
を
受
け
や
す
い
為
、
畝
は
高
く
作

り
排
水
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
ま
す
。
ま

た
、
畝
の
表
面
が
平
ら
で
な
い
場
合
、
灌

水
時
の
む
ら
な
ど
に
よ
り
、
生
育
む
ら

が
で
き
る
の
で
で
き
る
だ
け
平
ら
に
均
し

ま
す
。

◆
マ
ル
チ
ン
グ

　

マ
ル
チ
の
穴
が
畝
の
肩
か
ら
落
ち
な
い
よ

う
余
裕
を
持
っ
た
畝
を
作
り
、
白
黒
マ
ル

チ
を
被
覆
し
ま
す
。
白
黒
マ
ル
チ
は
地
温

抑
制
、
雑
草
抑
制
効
果
が
あ
る
の
で
、
定

植
後
も
張
り
っ
ぱ
な
し
と
し
ま
す
。

◆
追
肥

　

第
一
回
目
の
追
肥
は
定
植
後
20
日
頃
に
、
10
ａ
あ
た
り
化
成
肥
料

20
㎏
程
度
を
目
安
と
し
て
施
用
し
ま
す
。
第
二
回
目
の
追
肥
は
ネ

ギ
の
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
収
穫
の
20
日
前
頃
に
施
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
ネ
ギ
は
濃
度
障
害
に
弱
く
、
過
剰
な
施
肥
は
病
害
や
品

質
低
下
を
招
く
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
灌
水

　

降
雨
が
少
な
く
、
乾
燥
が
続
く
場
合
は
発
育
が
悪
く
な
る
の
で

灌
水
を
す
る
か
、
畦
又
は
通
路
に
水
を
通
し
て
適
当
な
湿
度
を
保

た
し
て
下
さ
い
。
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
葉
先
枯
れ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
過
剰
な
灌
水
は
葉
折
れ
や
倒
伏
の
原
因
と
な

る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
寒
対
策

　

気
温
が
４
℃
を
下
回
る
と
霜
が
お
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

低
温
対
策
の
た
め
に
寒
冷
紗
等
で
被
覆
し
ま
す
。
厳
寒
期
は
保
温

の
た
め
に
農
ポ
リ
で
被
覆
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
ト

ン
ネ
ル
内
が
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
適
宜
換
気
に
努
め
ま
す
。

◆
病
害
虫

　

冬
場
は
夏
場
に
比
べ
て
病
害
虫
が
少
な
い
も
の
の
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
や
、
灰
色
カ
ビ
病
、
白
色
疫
病
の
被
害
が
起
こ
り
ま
す
。
特
に

ト
ン
ネ
ル
被
覆
時
は
内
部
の
温
湿
度
上
昇
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
病

害
虫
の
発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

優良ポイント：機械の点検を定期的に行っていますか？
　機械の点検や整備ができていないと作業事故に繋がりますので、未整備状
態の機械は使用しないでください。ボイラーやフォークリフトなどの機械は定期
自主検査が必要になり、その記録を３年間保存しなければなりません。
　点検方法については取扱説明書の内容に従って行うようにしましょう。また、
機械の使用後は必ず泥や土を洗い流し、清潔に保ちましょう。

ＧＡＰ掲示板 vol.22

「定期的な機械の点検について」
れいほく地域今月の優良事例

pH矯正における苦土石灰施用の目安/10a当たり

10a当たり設計施用（例）

pH

5.0未満 300～200㎏
5.0～5.9 200～100㎏
6.0～6.5

アヅミン苦土石灰 ｐＨに合わせて調整

粒状ゼオライト
マルチサポート１号

エコスマイル（14－５－６）

80㎏

壌土

圃場図

施用量
（㎏）肥料名

成分量
N P K

30.8 11 13.2

200
60
220

日
時
内
容

　

令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
20
分

●
エ
ダ
マ
メ

　
　

13
時
30
分
〜
14
時

●
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　
　

14
時
10
分
〜
14
時
40
分

●
オ
ク
ラ

　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

場
所

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
南
国
営
農
経
済

　

セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
南
国
市
上
野
田
３
０
３‐１
）

講
師

　

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
課
職
員

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
２
月
15
日（
火
）

ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
南
国
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
課

（
０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５
）

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
向
け
初
心
者
対

象
の
講
習
会
と
し
て
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
直
販
等
に
出
荷
さ

れ
な
い
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

栽
培
講
習
会
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▼
お
鍋
、
お
で
ん
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど
・
・
寒
い
と
温
か
い
も
の
が
身
に

沁
み
ま
す
ね
。
い
よ
い
よ
冬
本
番
！  

無
理
せ
ず
、
お
身
体
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

温
か
い
食
べ
物
が
ご
ち
そ
う
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。野
菜
も
地
元
産

が
出
回
り
始
め
て
、あ
り
が
た
い
で
す
。寒
さ
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
、

体
調
に
気
を
付
け
て
無
理
せ
ず
、頑
張
ろ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

編
集
の
方
々
も
、無
理
せ
ず
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

（
久
礼
田
支
所
・
68
歳
）

▼「
ど
っ
ち
っ
こ
ま
つ
り
」
楽
し
そ
う
で
し
た
ね
。
次
回
開
催
さ
れ
る

際
に
は
是
非
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
あ
ぐ
り
食
堂
ほ
っ
と
」

を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
パ
ワ
フ
ル
な

女
性
部
の
皆
さ
ん
に
、
私
も
毎
度
、
元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

▼
退
職
後
の
家
庭
菜
園
い
い
で
す
ね
！  

毎
月
の
『
え
い
の
う
』
に

も
、
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
是

非
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ど
っ
ち
っ
こ
ま
つ
り
」は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、行
っ
て
み
た
い
で

す
ね
。青
ユ
ズ
つ
か
み
や
っ
て
み
た
い
な
。あ
ぐ
り
食
堂
ほ
っ
と
は
、か

ざ
ぐ
る
ま
市
の
隣
り
で
、よ
く
利
用
し
ま
す
。モ
ー
ニ
ン
グ
、ラ
ン
チ
、

お
ば
さ
ん
た
ち
も
明
る
い
！！

  

（
日
章
支
所
・
69
歳
）

退
職
ま
で
４
か
月
。実
感
は
ま
だ
な
い
け
ど
、４
月
か
ら
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
家
庭
菜
園
。花
壇
で
で
き
る
野
菜
作
り
を
ご
近
所
さ
ん
に

習
い
ま
す
。

  

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
60
歳
）

▼
と
て
も
楽
し
そ
う
な
企
画
で
し
た
ね
！  

過
去
最
高
記
録
の
41
個

に
は
驚
き
ま
し
た
！！  

写
真
か
ら
も
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

「
ど
っ
ち
っ
こ
ま
つ
り
」っ
て
面
白
い
で
す
ね
！ 

意
外
に
お
箸
で
は
、は

さ
め
な
い
と
思
い
ま
す
。面
白
い
！  

色
々
と
工
夫
を
し
て
い
ま
す
ね
。

  

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
63
歳
）

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
々
や
催
し
が
紹
介
さ
れ
て

い
て
楽
し
い
で
す
。

  

（
長
岡
支
所
・
83
歳
）

▼
香
美
地
区
の
三
好
さ
ん
、
ご
自
身
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
生
産
者
さ
ん一
人
一
人
違
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
り
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
存
在
は
活
力
に
も
、
励
み
に
も

な
り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
を
誌
面
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

今
回
の
45
歳
で
新
規
就
農
さ
れ
た
方
は
、20
歳
の
頃
か
ら
農
業
一
本

で
家
業
を
継
い
で
き
た
私
と
は
全
く
異
な
る
新
規
就
農
の
記
事
で
し

た
が
、と
て
も
新
鮮
な
内
容
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。45
歳
と
い
う
年
齢

で
の
新
た
な
挑
戦
、地
元
愛
媛
を
離
れ
て
高
知
で
就
農
と
い
う
二
重

の
苦
労
に
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、３
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
、目
標
と
さ
れ
て
い
る
果
樹
農
園
設
立
を
叶
え
る
そ
の
日
ま
で
、農

業
を
続
け
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。作
物
は
違
え
ど
、同
じ
農

業
者
と
し
て
胸
に
感
じ
る
思
い
で
す
。

  

（
十
市
支
所
・
60
歳
）

育苗センターアルバイト募集 田村堰井筋関係水系の春期水止め
内　　容

水稲苗の出荷、播種作業など
水止め期間

令和４年２月22日（火）８時～令和４年３月７日（月）17時

水止め水路

「物部川統合堰」系統の各土地改良区
（田村堰井筋、物部堰井筋、久枝）全水系

作業期間

２月から３月下旬頃まで
募集人数

若干名

お問い合わせ先

㈱南国スタイル（担当：後藤）（TEL：088－855－3179）

冬
の
朝

こ
こ
ろ
も
包
む

ド
テ
ラ
か
な

（
大
篠
支
所
・
76
歳
）

疫
病
退
散

ア
マ
ビ
エ
サ
マ
に
も

疲
れ

（
長
岡
支
所
・
73
歳
）

メ
ロ
ン
も

マ
ス
ク
も
　
多
い
め
に

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
65
歳
）

川柳紹介

※勤務時間、時給などは下記連絡先へお問い合わせください。

※（幹線水路修繕工事のため、例年の１週間前から行います）

物部川（連）土地改良区（TEL：0887－55－2216）

お問い合わせ先

（
日
章
支
所
・
76
歳
）

◆
イ
ラ
ス
ト
紹
介


